
統一地方選挙に関する緊急アンケート結果

アンケート対象者 関西経済同友会会員711名
回答数 172
回答率 24.2%
アンケート実施期間 3/20～3/27

回答数 回答者比
人件費の削減 115 66.9%
情報公開の徹底 95 55.2%
外郭団体・出資法人の経営改革 79 45.9%
交通局の経営形態の見直し 76 44.2%
府市連携（府市合併）の推進 61 35.5%
現業部門の外部委託 58 33.7%
外部人材・民間人材の活用 52 30.2%
水道局の経営改革 49 28.5%
議会改革 45 26.2%
教育改革 42 24.4%

（上位10項目）

２．下記の争点に関するお考えをお答えください。

（1）交通局の経営形態の見直しについて
　Ｑ．望ましい経営形態は？ 回答数 回答者比
　　　完全民営化 107 63.7%
　　　公設民営化 57 33.9%
　　　現状維持 3 1.8%
　　　その他 1 0.6%

（2）地下鉄今里筋線の延伸について
　Ｑ．延伸を実現すべきか？ 回答数 回答者比
　　　延伸すべき 43 27.2%
　　　延伸すべきでない 101 63.9%
　　　その他 14 8.9%

（3）議員の口利き記録の強化について
　Ｑ．全て記録すべきか？ 回答数 回答者比
　　全て記録すべき 137 81.1%
　　現状維持（要望のみ記録） 29 17.2%
　　記録不要 2 1.2%
　　その他 1 0.6%

１．大阪市会議員選挙において、争点にすべき（各立候補者が考え方を示すべき）とお考えの
　　事項について、優先順位の高いものを下記18項目の中から、５つまでお選びください。
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（4）議会改革について
　Ｑ．議員定数（89人）について 回答数 回答者比
　　増やすべき 0 0.0%
　　現状維持 18 10.7%
　　減らすべき 147 87.5%

１割 11 7.5%
２割 45 30.6%
３割 47 32.0%
５割 40 27.2%
その他 3 1.8%

　Ｑ．議員報酬（102万円/月）について 回答数 回答者比
　　増やすべき 8 4.7%
　　現状維持 68 39.8%
　　減らすべき 93 54.4%

１割 15 16.1%
２割 36 38.7%
３割 16 17.2%
５割 18 19.4%
その他 2 1.2%

　Ｑ．政務調査費(60万円/月)の金額について 回答数 回答者比
　　増やすべき 6 3.4%
　　現状維持 43 24.7%
　　減らすべき 118 67.8%
　　　１割 9 7.6%
　　　２割 36 30.5%
　　　３割 22 18.6%
　　　５割 38 32.2%
　　　その他 7 4.0%

　Ｑ．政務調査費の使途報告について 回答数 回答者比
　　現状維持 29 17.1%
　　全て領収書添付 138 81.2%
　　その他 3 1.8%
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回答数 回答者比
人件費の削減 105 61.0%
情報公開の徹底 94 54.7%
裏金問題の徹底的な解明 72 41.9%
外郭団体・出資法人の経営改革 67 39.0%
府市連携（府市合併）の推進 65 37.8%
道州制への移行 62 36.0%
治安・犯罪対策の推進 60 34.9%
産業振興策の推進 54 31.4%
外部人材・民間人材の活用 49 28.5%
企業誘致・流出防止策の推進 45 26.2%

（上位10項目）

４．下記の争点に関するお考えをお答えください。

（1）裏金問題について
　Ｑ．裏金問題は 回答数 回答者比
　　徹底追求すべき 143 84.6%
　　終息として良い 21 12.4%
　　その他 5 3.0%

（2）財政再建について
　Ｑ．財政再建の進捗は 回答数 回答者比
　　大いに進んだ 1 0.6%
　　不十分 115 69.3%
　　全く進んでいない 45 27.1%
　　その他 5 3.0%

５．地方選挙のあり方に関する下記の質問にお答えください。

（1）投票率を上げるためには、どのような改革が必要とお考えでしょうか。(複数回答可)
　マニフェストによる候補者の政策ＰＲ機会を拡大する 115 66.9%
　争点の明確化と候補者の政策論争の機会を拡大する 93 54.1%
　行政、議会のより一層の情報公開 84 48.8%
　電子投票の実現 46 26.7%
　インターネットやメールなどによる選挙活動の解禁 36 20.9%
　その他 7 4.1%

（2）マニフェストの導入について
　現状のままでよい（首長のみ） 32 20.0%
　地方議会議員選挙にも導入を認めるべき 124 77.5%
　不要 4 2.5%

（3）多選について
　Ｑ．首長の場合 回答数 回答者比
　　無制限 3 1.8%
　　一定の制限を設けるべき 165 98.2%

2期まで 90 54.5%
3期まで 62 37.6%
その他 8 4.8%

　Ｑ．地方議会議員の場合 回答数 回答者比
　　無制限 33 19.9%
　　一定の制限を設けるべき 133 80.1%
　　　2期まで 45 33.8%
　　　3期まで 54 40.6%
　　　4期まで 13 9.8%
　　　5期まで 10 7.5%
　　　その他 8 6.0%

３．大阪府議会議員選挙において、争点にすべき（各立候補者が考え方を示すべき）とお考えの
　　事項について、優先順位の高いものを下記17項目の中から、５つまでお選びください。
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